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図Aに示すようにバネ系が壁に固定されている。も
う一方の端点に水平方向の応力 σ を加え，ひずみ
εを伸びる。 σ 徐々に大きくすると，それぞれバネが
次々に降伏する。その σ とεとの関係が図Bのよう
に表れる。各々バネの弾性係数Eおよび降伏応力
Yを用いてσ1, σ2, σ3, σ4および ε1, ε2, ε3, ε4を求めよ。 
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図B  応力・ひずみ関係 
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図A バネ系 

2011年試験問題 

解答： 1 2 3 44, 2, 3 4,σ σ σ σ= = = =Y Y Y Y

1 2 3 44 , 5 6 , 23 12 , 4Y E Y E Y E Y Eε ε ε ε= = = =
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宿題の解答 
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図２に示す単純ばりの上面( z=-h/2 )に等分布荷重wを受けている。重調和関数

を満たすエアリー応力関数を決定するために，どのような応力の境界条件が求
められているのか，その弱形式および強形式を書けよ。 
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応力成分 

5次の多項式によるアエリーの応力関数 

定数の未知数 (15個) a2, b2, c2, a3, b3, c3, d3, a4, b4, c4, d4, a5, b5, c5, d5 

応力成分 
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強形式 

連立式 線形代数による解 
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弱形式 
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応力関数の解 
 

応力成分の解 
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未知の解 対象状態のチェック 
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平面応力条件下のひずみ成分 
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応力・ひずみ成分の可視化 
平均応力 

偏差応力 

最大主力 

最小主力 

主応力軸の回転角 
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授業評価 
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期末試験 
• 日時：2014年7月31日（木） 15:05 ～16:35 
• 場所：S224 
• 問題数：5問 
• 教科書，ノート，メモ，携帯電話，電卓，辞書，計算機能を備えた

腕時計等を使用禁止 
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宿題提出・再提出 
• 締切：2014年7月30日（水） 17:30まで 
• 提出先：学術国際情報センター（国際棟）ポストボックス I7-2 

講義ノート 
• 以下のサイトにて「弾塑性力学」で検索の上，最新版をダウンロ

ードください。 
  http://www.ocw.titech.ac.jp 
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